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天文家の苦螢など
山　　本　　一　　清
　去る二月の11日（我が國の紀元節の當日）21時9分（世界時で）に，盟邦イ
タリヤの北部にあるトリノの天文蔓員ベルナスコ1二氏は，ベレニセの髪星座
の第11番星の北方1擢ぐらみな所で，かなり明るい光度の一新彗星を護逸し
た．すると，不思議にも，それから僅か3時間ばかり経つた12日0時14分に，こん
どは，やはり，我が準同盟國とも言ふべき北欧フィンランドのオテルマ氏が、
獅子座の第50番星の東膨ばかりの所に，叉一新彗星を獲見したといふ．何れ
も，コペンハ1ゲンの天：文電報中央局から入電があった．今は，西洋と言は
す，東洋と言はす，大職蹴の中にあって，椹軸側の天文家たちが，活躍をつUh
けてるるのは，實に頼もしい限りである・イタリヤは毎日毎夜英國の航室機に
よる爆撃の脅威の下にさらされてるる．又フィンランドは，ドイツと共に，ソ
聯とi封職猷態にある國である．　それのみならす，フィンランドは，極寒の最：中
にある．勇敢なドイツの軍隊さへも，寒さのために，今は職囲を休止してみ
る．其の寒さの申で，火の氣一つもない擬測室で活躍してみる此等の天文家の
苦螢のことを思ふと，吾々日本の天文關係者も，奮起せざるを得ない．
　自分は，この偶然にも，績けさまに入電した二つの彗星襲見のニウスを手に
して，伺，いろ々々と考へに耽る．ベルナスコ1二星は7等級の彗星であるし，
オテルマ星は15等級の彗星である．．この光度の二二から老へると，オテルマ星
は，とても，眼覗観測による差詰ではなくて，必然，皇霊観測によるものであ
ろう．叢れに反して，ベルナスコ1二星の方は，小さい望遠鏡でも容易に見え
る程度の明るさの星であるから，　多分，　これは眼観観測の賜ものであろうか
と，一慮は，誰でも考へる。しかしながら，星座の關係から考へると，このベ
ルナスコ1＝星も亦，決して普通の彗星捜索機の力によって，眼華的に見つけ
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出されたものではあるまい．誰でもよく知ってみる如く，二月の中頃は，太陽
が山羊座から水瓶座あたりにあるのだから，彗星捜索者が目がける天室は，日
淡後ならば，ペガソス座か，魚座か，鯨座あたり，叉，日出前ならば，蛇座か
ら蜴座あたりの筈であって，決して，獅子座や頭髪座ではない．こうした事情
から老へると，オテルマ氏もベルナス・コ1二氏も，共に，直れは，小遊星を爲
動機で観測中に彗星稜見をしたものと思はれる．小遊星ならば，いつも大虚太
陽の正反封の側に於いて，封衝の頃に密集してみるのを観測するのが普通であ
るから，二月には獅子座あたり（又は，謝衝以前を狙ふならば，頭髪総あたり
を観測するのが普通だから）省，　イタリヤのFリノ天文毫もフィンランドのト
ルク天丈i薮も，小遊星の槻測を日程のプログラムとして活躍してみる有名な天
文墓なのだから，上の想像は，ほゴ當ってみることだろうと思ふ．若し此の想
像が當ってみるとすると，オテルマ，　ベルナスコ1二爾氏の，彗星獲見以外
の，4常の螢苦といふものを，吾々は非常に大きく買はなければならなV・氣が
する．眼覗観測に比して，寒い戸外に於ける長時間の天禮爲眞撮影といふ～二と
は，實際の経験ある者でなければ，その本當の辛苦は，わからない｝殊に，
北緯60似上のフィンランドの冬室では，髪も眉も，鼻も，唇も，何もかも凍
って了う寒さである．此うした戸外で，1時間も2時間も，案内望遽鏡にしが
み付いてみる忽苦を老へて見ると，吾々，まだ々々忽び得る日本の土地で，安
易な天艦観察にのみ暇をつぶしてはみられないと思ふ．同じ日本入でも，陸海
の將士は，極暑の南洋や，極寒の厭地で，命の取りあひをやってみるのであ
る．吾々邦國に於いて，國家の一員たるものが，暖房室内に於いて，只の天丈
談議に耽ってみては，誠に良心にすまない．
　二月下旬，久しぶりに太陽面に大黒黙が現はれた．昨年九月中旬以來のこと
である．津留氏からは電報や通信を受けた．吾kも此の黒黙の行衛を注意深く
見守ってみる．此の頃は1大厄に於いて，黒黒占の減少しつNある時機である．
しかしながら，黒黙の如き不規則な現象は，減少の時代にも，時々は驚くべき
大黒黙が姿を見せることがあるから，油断ならない．黒黒占は，我が地球に何等
かの影響を及ぼすことが多いから，此の意味に於いて，観測者相互の蓮絡が望
ましい．地球に，オiロiラや，磁氣嵐や，有線無線の電信や電話の妨害を起
す黒黒占は，（1）太陽豫の中心5。以内を通過することと，（2）其れが生成しつS
ある堰塞であることとが，　必要條件である．この二黙について，4常の注意
と，迅速なる急報が望ましV・。（終）
